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I
は
じ
め
に

西
南
戦
争
は
最
大
の
そ
し
て
最
後
の
不
平
士
族
の
反
乱
と
し
て
つ
と
に
有
名
で

あ
る
が
、
こ
の
戦
争
の
指
導
者
層
の
多
-
が
、
城
山
で
最
期
を
遂
げ
た
と
云
う
事

も
あ
っ
て
へ
こ
の
戦
争
の
真
の
目
的
等
に
つ
い
て
、
未
だ
に
よ
-
判
ら
な
い
面
が

多
い
｡
特
に
兵
士
の
大
部
分
を
占
め
た
旧
薩
摩
藩
の
郷
士
達
の
従
軍
参
加
意
図
に

つ
い
て
は
十
分
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
｡
士
族
反
乱
の
動
機
と
し
て
は
、
一
般
的

に
、
士
族
階
級
に
対
す
る
不
当
な
処
遇
、
及
び
全
般
的
失
政
と
さ
れ
る
が
、
こ
の

当
時
の
鹿
児
島
県
政
の
士
族
優
遇
策
、
城
下
士
と
郷
士
と
の
問
題
へ
地
方
に
住
み

経
済
的
に
も
貧
し
い
下
級
郷
士
の
教
養
の
問
題
等
を
考
え
る
と
'
他
の
士
族
反
乱

と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
｡
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
点
を

踏
ま
え
て
、
こ
の
戦
争
に
郷
士
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
出
軍
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
の
か
を
出
水
市
の
郷
土
誌
、
従
軍
日
記
を
中
心
に
調
べ
へ

解
明
し
て
い
き
た
い
｡

又
、
郷
土
誌
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
立
・
宮
崎
県
立
図
書
館
及
び
両
県
内
の

公
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
郷
土
誌
(
史
)
に
限
っ
た
｡

そ
こ
で
、
本
研
究
は
非
常
に
限
定
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
｡
対
象
で

薩
摩
藩
出
水
郷
士
の
研
究
f
西
南
戦
争
を
中
心
と
し
て
-

云
え
ば
、
薩
摩
藩
郷
士
だ
け
で
、
城
下
士
の
実
態
に
つ
い
て
は
郷
士
と
比
較
す
る

た
め
だ
け
に
述
べ
る
｡
西
南
戦
争
に
参
加
し
た
他
府
県
の
士
族
達
に
つ
い
て
は
述

べ
な
い
｡
農
民
に
つ
い
て
も
本
研
究
と
は
関
係
な
い
の
で
'
取
り
上
げ
な
い
｡
史

料
面
で
も
'
郷
土
誌
中
心
な
の
で
、
西
南
戦
争
の
全
体
像
及
び
個
々
の
戦
闘
に
つ

い
て
は
触
れ
な
い
O

二
戊
辰
の
役
と
出
水
郷
士

出
水
郷
士
は
慶
応
三
(
l
八
六
七
)
年
九
月
と
十
月
に
'
番
兵
一
番
隊
と
外
城

四
番
隊
と
し
て
出
動
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
7
番
隊
は
伊
藤
柘
植
が
指
揮
を

し
て
、
京
都
守
衛
・
山
陰
鎮
撫
・
平
潟
・
若
松
と
転
戦
し
た
｡
一
万
、
四
番
隊
は

二
階
堂
八
兵
衛
(
最
初
は
中
村
源
助
)
が
指
揮
を
し
て
、
鳥
羽
伏
見
・
越
後
・
若

松
と
転
戦
し
た
｡
出
水
郷
士
は
全
員
で
六
四
人
出
軍
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

四
番
隊
に
は
阿
久
根
郷
の
郷
士
も
参
加
し
て
い
た
｡
…
出
水
郷
士
の
活
躍
は
、
四

番
隊
に
つ
い
て
は
二
階
堂
八
兵
衛
の
従
軍
日
記
『
戊
辰
之
役
』
E
e
n
に
詳
L
I
述
べ

ら
れ
て
い
る
｡
又
へ
一
番
隊
に
つ
い
て
は
壱
岐
清
兵
衛
の
従
軍
日
記
『
戊
辰
之

役
』
矧
に
詳
し
-
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
出
水
郷
士
の
死
者
は
九
名
で
あ
っ
た
｡
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次
に
へ
戊
辰
参
加
者
の
表
を
作
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡

な
お
、
こ
の
表
は
'
『
出
水
郷
士
軍
隊
の
足
あ
と
』
か
ら
戊
辰
に
従
軍
し
た
も

の
へ
『
出
水
風
土
誌
』
か
ら
戊
辰
の
戦
没
者
、
西
南
戦
役
で
の
官
軍
出
軍
者
・
戦

死
者
、
薩
軍
の
戦
死
者
を
引
用
し
た
が
'
石
高
に
つ
い
て
は
『
出
水
麓
士
族
軍
役

高
帳
』
と
『
八
ケ
外
城
軍
役
高
帳
』
を
引
用
し
た
｡
そ
し
て
こ
の
麓
の
範
囲
で
あ

る
が
'
高
屋
敷
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
麓
の
外
に
向
江
・
市
之
住
達
・
八
幡
・
野
添
・

上
屋
・
井
上
・
大
田
・
小
原
・
西
之
口
・
定
之
段
・
丸
塚
等
を
含
み
、
(
大
川
内
・

軸
谷
・
今
釜
・
米
ノ
津
・
平
松
・
福
之
江
・
庄
・
西
目
)
は
八
ケ
外
城
で
あ
る
｡

高
尾
・
野
田
は
含
ん
で
い
な
い
｡
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八 兵 兵 蔵 右 五 太 右 右 太 七 蔵 有 左 兵 八 ) 加
郎 衛 衛 筒 義 郎 寓 拘 郎 誠 弼 衛 姦 者

名
門

7一. 前
男 名

嫡 本 本 本 場 嫡 嫡 嫡 三 嫡 嫡 本 と 高
子 人 人 人 子 子 子 子 男 子 子 人 の 主

の 関
嫡 倭
千

嘉 権 順 惣 五 庄 早 草
、「司兵 之 蔵 右 郎 二 太 次 前 主

衛 丞 ( 衛 二 郎 郎 名 の
市 門 ) 名

藁憲

) 門)
一 七 二 三 二 二 二 四 七

慶 石
垣 高

九 五 〇 〇 六 九 五 二 三 二 七 五 二 壷

伏 伏 会 越 越 越 ( 戟
見 見 津 後 後 後 郷 死

良 名 場
岡 ) 所

高
橋
龍
太
郎

橋
元
林
大

竹
添
養
庵

小
城
仙
兵
衛

樗
弥
之
助

落
合
藤
兵
衛

松
元
孫
右
衛
門

松
元
勇
之
助

北
原
仙
蔵

肱
黒
良
之
助

伊
集
院
登
蔵

田
島
七
太
夫

野
間
口
権
之
丞

原
口
庄
之
助

溝
口
庄
八
郎

尾
上
八
郎
太
夫

越
牟
田
助
之
丞

河
野
勘
太
夫

田
野
八
郎
左
衛
門

什
様
'
1
;
-
‖

窪
田
正
八

植
村
正
(
症
)
助

税
所
孫
太
郎

貴
島
喜
右
衛
門

清
測
伝
太
郎

境
E
B
勇
次
郎

紙
壁
示
(
惣
)
右
衛
門

土
屋
龍
太
郎

岩
元
藤
之
丞
(
十
)

上
野
武
左
衛
門

亀
川
与
兵
衛

中
山
祐
伸

有
村
与
右
衛
門

穣孫・*仲
太次助兵
郎衛

本木本養嫡本婦
人人人子子人子

本義嫡本
人子子人

養養嫡養養嫡
子子子子子子

のの
嫡嫡
子子

菩淡甚
Lt水.4.
衛衛

門

八次
郎左
大衡

門

伊猪
左太
衛郎
門

次
助

嘉
兵
門

郷
右
衛
門

芋
左
衛
門

七八四二九三八
七

九二五八五四八六一四

(
今
盆
)

越
後
長
岡
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そ
こ
で
、
こ
の
表
か
ら
石
高
が
明
ら
か
な
郷
士
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
'
次

の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡
戊
辰
参
加
者
五
八
名
中
、
高
主
か
嫡
子

(
養
子
)
の
参
加
が
五
七
名
、
麦
生
田
有
誠
の
み
が
三
男
で
あ
っ
た
｡
石
高
の
平

均
で
み
て
み
る
と
、
戊
辰
参
加
者
は
二
七
石
七
斗
で
あ
っ
た
｡

こ
れ
ら
石
高
の
明
ら
か
な
郷
士
を
『
薩
摩
出
水
外
城
麓
屋
敷
図
(
慶
応
三
年
)
』

で
捜
し
て
み
る
と
、
戊
辰
参
加
者
は
二
七
名
見
つ
か
っ
た
｡

寛
政
元
(
一
七
八
九
)
年
の
軍
役
高
帳
に
よ
る
と
、
出
水
の
麓
(
麓
・
向
江
・

市
之
住
連
・
八
幡
・
野
添
・
上
屋
・
井
上
・
大
田
・
小
原
・
西
之
口
・
定
之
段
・

丸
塚
)
衆
中
は
一
七
〇
七
人
で
、
石
高
五
八
二
八
石
へ
高
持
五
四
〇
人
で
、
平
均

高
一
〇
・
八
石
に
な
る
｡

外
城
(
大
川
内
・
軸
谷
・
平
松
・
米
之
津
・
今
釜
・
福
之
江
・
庄
・
西
目
)
衆

中
の
平
均
石
高
は
更
に
低
-
麓
衆
中
の
半
分
に
当
た
る
五
・
二
石
し
か
な
い
｡
こ

れ
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡

一・Vrt a 症 描 A
「

米 'V m 大 郷

fit
目 之

江
釜 之

津
松 o 川 名

内

- 二 郷

天 五
四 I'M

八
八
七 七

八
四 冗

百 士
六 数

〕 四
九
六

五

「司
四 岩

′、 八
七

五
七

四 )

五
高

七 持
四

至 毛 四
〇 四 ○

五 八 a 四 四 五 五 平

. 狗
七 - 四 七 -一

- - /＼ ハ 尚

阿
久
梶
市
脇
本

備
考

33

薩
摩
藩
出
水
郷
士
の
研
究
-
西
南
戦
争
を
中
心
と
し
て



こ
れ
ら
の
事
か
ら
'
戊
辰
に
従
軍
し
た
出
水
の
郷
士
は
嫡
子
が
多
-
参
加
し
て

お
り
へ
石
高
の
面
で
も
上
級
郷
士
の
参
加
が
多
い
｡
も
ち
ろ
ん
麓
の
郷
土
も
多
い

と
言
う
こ
と
が
判
る
の
で
、
出
水
の
上
級
郷
土
は
戊
辰
の
役
に
参
加
す
る
こ
と
は

名
誉
と
も
思
い
、
一
家
の
存
亡
を
賭
け
て
積
極
的
に
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
.

出
水
郷
は
国
境
に
位
置
す
る
国
防
上
尋
要
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
時
代

初
め
に
各
地
か
ら
武
士
を
集
め
て
つ
-
っ
た
薩
摩
藩
最
強
の
郷
士
軍
団
の
拠
点
で

あ
っ
た
｡
戊
辰
の
役
で
は
出
水
郷
士
は
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
し
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
｡

三
賞
典
禄
の
下
賜
に
お
け
る
差
別

明
治
三
年
山
県
有
朋
・
西
郷
隆
盛
等
の
立
案
に
よ
っ
て
へ
中
央
政
府
の
軍
隊
と

し
て
、
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
の
三
藩
か
ら
'
精
兵
八
千
を
天
皇
の
御
親
兵
と
す
る

案
が
出
来
上
が
っ
た
O
矧

明
治
四
年
二
月
に
'
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
の
三
藩
よ
り
御
親
兵
と
し
て
、
歩
兵
・

騎
兵
・
砲
兵
の
三
兵
科
合
計
約
一
万
人
を
出
す
こ
と
に
な
り
'
薩
摩
か
ら
は
、
桐

野
利
秋
・
種
田
政
明
・
篠
原
国
幹
・
野
津
鎮
雄
の
四
人
を
大
隊
長
と
し
て
歩
兵
四

大
隊
・
砲
兵
四
隊
が
御
親
兵
と
し
て
上
京
し
た
｡
矧

御
親
兵
と
し
て
上
京
し
た
薩
摩
隊
の
中
に
は
、
城
下
士
と
外
城
郷
士
の
待
遇
の

差
が
大
き
I
へ
郷
士
兵
達
に
は
不
満
胤
が
あ
っ
た
｡
そ
の
せ
い
で
、
御
親
兵
の
任

期
を
終
え
た
郷
士
は
帰
郷
心
が
強
-
、
大
部
分
の
者
は
帰
国
し
た
｡

帰
郷
し
て
も
ま
す
ま
す
不
信
感
を
ふ
-
ら
ま
す
こ
と
が
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
戊
辰

の
役
従
軍
者
に
対
す
る
軍
功
賞
典
の
差
別
が
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
ず
に
い
た
こ

と
で
あ
る
｡
仰
城
下
士
に
対
し
て
は
明
治
二
年
よ
り
早
速
実
施
さ
れ
て
い
る
の
に
、

郷
士
出
身
の
従
軍
者
に
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
｡

薩
摩
藩
か
ら
戊
辰
の
役
に
出
軍
、
鳥
羽
・
伏
見
か
ら
奥
羽
北
越
ま
で
転
戦
し
た

功
に
対
し
て
は
、
明
治
二
年
か
ら
十
五
ケ
年
間
へ
賞
典
禄
下
賜
の
恩
命
が
あ
っ
た

か
へ
こ
れ
は
城
下
士
だ
け
に
支
給
さ
れ
へ
且
つ
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
｡

政
府
は
明
治
五
年
、
陸
軍
・
海
軍
の
両
省
を
設
置
し
、
御
親
兵
は
近
衛
兵
と
改

称
さ
れ
た
｡
胤

四
出
水
郷
士
と
西
南
戦
争

開
戦
当
初
西
郷
軍
に
従
軍
し
た
出
水
の
郷
士
は
約
四
百
人
と
言
わ
れ
、
そ
の
氏

名
は
明
ら
か
で
は
な
い
｡
又
へ
出
水
の
攻
防
戦
で
出
陣
し
た
郷
士
は
約
六
百
人
と

言
わ
れ
て
い
る
0
胤
こ
ち
ら
も
氏
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
O
そ
こ
で
こ
の
節
で
は
、

氏
名
の
明
ら
か
な
戦
死
者
五
九
人
と
『
口
供
書
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
1
四
人
と

官
軍
参
加
者
一
二
人
を
対
象
と
し
て
、
表
を
作
り
、
西
南
戦
争
に
対
す
る
出
水
郷

士
の
参
加
意
図
を
考
え
て
み
た
い
｡

惹笠蓋糊 甥 霊蔓

門門 ) 門)

高
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毎

¥
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壷
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高 辰 印
の 参 は
増 加
減 者

○
同 . 同1同 同 減 同 増 同
じ 三 じ じ じ 一 じ 一 じ



源
五
右
衛
門

万
次
郎

健
蔵

与
右
衛
門

喜
平

仲
太
郎

(
右
近
)

的
之
助

清
左
衛
門

甚
之
丞

武
右
衛
門

喜
平

矢
太
郎

武
左
衛
門

怒
賢

周
蔵

賓
秀

良
能

亘休
右
南
門

市
郎
右
衛
門

休--)&

惣
之
丞

直
右
衛
門

新
蔵

i?.-4-/

(
清
右
衛
門
)

仲
之
道

庄
之
丞

八
五
郎

仲
右
衛
門

源
右
衛
門

(
清
右
衛
門
)

弟楠本二弟嫡楠本
子人男子子人

四
男

叔
父

甥嫡
子

嫡
子
の
嫡
子

嫡
子

*
+

二
男

本
人

二
男

養
子
の
嫡
子

楠本本弟本本
子人人人人

富
山
源
五
衛
門

勝
下
武
右
衛
門

小
倉
健
蔵

f
c
G
路
珠
i
V
南

黒
木
彦
七

平
原
正
次
郎

黒
木
贋
若

御
牧
伊
兵
衛

班
目
亀
太
郎

房
村
甚
之
丞

谷
山
武
右
衛
門

山
E
E
作
太
郎

松
永
喜
右
衛
門

麻
生
善
兵
衛

伊
福
恕
吾
郎

肱
岡
周
右
衛
門

阿
多
實
秀

〓
蝣
L
d
良
能

野間Ij'Il

遠
丈
宗
右
衛
門

時
吉
勇
右
衛
門

種
子
田
半
之
丞

川
内
惣
之
丞

山
下
正
市
郎

宮
崎
禎
輔

中
尾
彦
太
夫

的
,
=
>
慢
助

長
野
仲
之
道

税
所
四
郎
左
衛
門

小
山
八
五
郎

土
師
仲
右
衛
門

坂
本
仲
左
衛
門

三
〇

〇

一三九一五七〇五

〇
・
〇
六

〇
・
七

一
三三

〇

〇九七九一〇
〇
'¥

〇
・
一

〇
・
八三五

五
六・

一三九五五七九八五)l≡

〇
・
八三

・

f

l

四
九

・

○

減

二

〇

減

一同
じ

同
じ

増
四
・
九

同
じ

同
じ

同
じ

同同同同減
LLL`し・一一

滅
五

蝣

3

_

J

同
じ

滅
六

n

増
四
・
九
九
四

増
二
・
九

同
じ

同
じ

同減同
し、・LL

石
高
の
明
ら
か
な
郷
士
四
三
人
の
合
計

一
五
六
1
四
五
六
・
二
六
)

の
増
は
二
〇
・
l
〇
四
で
'
l
人
平
均
に
す
る
と
へ
〇
・
四
六
八
石
で
あ
る
o
な

お
平
均
持
ち
高
は
一
〇
.
七
三
石
(
明
治
三
年
)
で
あ
る
｡

次
に
『
薩
軍
の
口
供
書
』
の
中
の
十
四
名
の
郷
士
に
つ
い
て
軍
役
高
帳
で
調
べ

る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡
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当
時

嫡 本 楠本 と高
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係

市遠是 地雷小竹 氏 口
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n

ノ竹 枝田原田添
瀬嘉陽彦新原節
勘壮之太助要 -l.記

戟介太助 郎 輔

○ 慶石
応高

-.-七 %蝣

明石
準高

〇 八 〇五 毒

警 ○ 石戊
高辰

官 J=t 官習 の参
増加
減○

薩
摩
藩
出
水
郷
士
の
研
究
-
西
南
戦
争
を
中
心
と
し
て
-



石
高
の
明
ら
か
な
七
人
の
郷
士
の
合
計
(
三
七
・
一
七
1
四
六
)
の
増
は
八
・

八
三
石
で
一
人
平
均
す
る
と
I
'
l
l
六
1
石
で
あ
る
o
な
お
平
均
持
ち
高
は
六
・

五
七
石
(
明
治
三
年
)
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
薩
軍
の
戦
死
者
と
処
刑
さ
れ
た
『
口
供
書
』
の
石
高
の
明
ら
か
な
合
計

五
〇
人
に
つ
い
て
計
算
し
て
み
る
と
へ
石
高
の
一
人
当
た
り
平
均
の
増
は
〇
・
五

八
石
で
あ
る
｡
又
1
人
平
均
の
持
ち
高
は
一
〇
・
二
三
石
で
あ
る
｡

官
軍
参
加
者
〓
一
名
に
つ
い
て
軍
役
高
帳
で
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡

毎 芸 同主
妻 完

) 慶
些

*
当
時

門

本 嫡 と 高
人 言 の 主

関
係嫡

千
竹 松 浜 本 入 港 壱 氏 官

名 軍
参
加
f,

rS Jt ffl 田 来 日 岐
正 雄 盛 栄 院 重 秀
次 次 隆 蔵 重 遠 實
郎 郎 治

慶 石
応 高

九 二
w

-

明 石
埠 高

七 三 亘

減 同

石 戊 ○
高 辰 印
の参 は
増 加
滅 者二 じ

石
高
の
明
ら
か
な
郷
士
四
人
の
合
計
(
七
九
1
七
五
)
の
減
は
四
で
、
一
入
平

均
す
る
と
、
1
石
の
減
で
あ
る
｡
な
お
平
均
持
ち
高
は
1
八
・
七
五
石
(
明
治
三

年
)
で
あ
る
｡

こ
こ
で
、
こ
の
表
か
ら
石
高
が
明
ら
か
な
郷
士
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡
石
高
の
平
均
で
み
て
み
る
と
、
薩
軍
戦
死
者
・

処
刑
者
は
一
〇
石
二
斗
三
升
で
あ
っ
た
｡
官
軍
参
加
者
は
一
八
石
七
斗
五
升
で
あ
っ

た
｡
薩
軍
戦
死
者
・
処
刑
者
は
平
均
で
石
高
が
増
加
し
て
い
る
が
、
官
軍
参
加
者

は
減
少
し
て
い
る
｡
薩
軍
戦
死
者
・
処
刑
者
で
は
五
〇
名
中
、
高
主
・
嫡
子
が
四

1
名
で
、
高
主
の
弟
が
四
名
へ
甥
が
l
名
、
叔
父
が
1
名
二
男
が
二
名
、
四
男
が

l
名
で
あ
っ
た
官
軍
参
加
者
は
四
名
の
う
ち
三
名
が
本
人
か
嫡
子
の
嫡
子
で
、
1

名
が
高
主
の
二
男
で
あ
っ
た
｡

こ
れ
ら
石
高
の
明
ら
か
な
郷
士
を
『
薩
摩
出
水
外
城
麓
屋
敷
図
(
慶
応
三
年
)
』

で
捜
し
て
み
る
と
、
薩
軍
戦
死
者
・
処
刑
者
は
九
名
見
つ
か
っ
た
｡
官
軍
参
加
者

は
一
名
で
あ
っ
た
｡

特
に
興
味
を
惹
い
た
の
は
、
土
師
仲
右
衛
門
家
の
場
合
で
、
こ
の
家
で
は
戊
辰

の
役
の
際
に
嫡
子
・
仲
兵
衛
が
出
軍
し
て
い
る
の
に
、
西
南
戦
争
に
は
高
主
(
磨

応
三
年
当
時
)
で
あ
る
仲
右
衛
門
が
出
軍
し
て
い
る
｡
又
、
中
山
庄
左
衛
門
は
戊

辰
の
役
に
参
加
し
へ
そ
の
嫡
子
の
嫡
子
(
庄
五
郎
)
は
'
西
南
戦
争
に
は
官
軍
と

36



し
て
参
加
し
て
い
る
｡

第
二
項
の
戊
辰
の
役
参
加
者
の
表
と
こ
れ
ら
の
点
か
ら
'
次
の
よ
う
な
事
が
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

川
戊
辰
の
役
の
際
に
は
、
麓
を
中
心
と
す
る
有
力
な
郷
士
が
高
主
・
嫡
子
(
秦

千
)
を
出
軍
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
に
参
加
し
た
｡

㈲
西
南
戦
争
に
は
麓
の
有
力
な
郷
士
は
積
極
的
に
参
加
せ
ず
、
次
男
・
三
男
等

を
出
軍
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
1
応
参
加
と
言
う
大
義
名
分
を
確
保
し
'
西

郷
に
対
す
る
忠
義
よ
り
御
家
の
存
続
を
望
ん
だ
｡
西
南
戦
争
に
出
軍
し
た
の
は

軍
役
高
が
増
加
し
た
在
郷
の
貧
し
い
郷
士
が
多
か
っ
た
｡

㈲
西
南
戦
争
に
官
軍
と
し
て
参
加
し
た
の
は
、
軍
役
高
が
減
少
し
た
裕
福
な
郷

士
に
限
ら
れ
た
｡

又
へ
戦
記
な
ど
に
よ
っ
て
も
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
｡

仙
出
水
の
郷
土
達
は
薩
摩
藩
兵
の
一
員
と
し
て
'
戊
辰
の
役
の
際
に
は
、
伏
見
・

越
後
・
会
津
と
転
戦
し
、
激
戦
を
戦
い
抜
き
官
軍
の
勝
利
に
多
大
の
貢
献
を
し

た
｡
そ
れ
は
出
水
の
戦
死
者
が
伏
見
・
越
後
・
会
津
に
集
中
し
て
い
る
事
で
も

わ
か
る
｡

㈲
江
戸
時
代
薩
摩
藩
内
で
は
最
強
の
軍
団
だ
と
言
わ
れ
た
出
水
郷
士
も
、
西
南

戦
争
の
出
水
攻
防
戦
で
は
あ
っ
け
な
-
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
｡

五
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
郷
士
が
西
南
戦
争
に
何
故
参
加
し
た
か
に
つ
い
て
は

一
概
に
は
言
え
な
い
｡
色
々
な
判
断
基
準
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
｡
ま
ず
私
学
校

徒
と
そ
れ
以
外
と
い
う
分
け
方
が
あ
る
｡

私
学
校
徒
に
つ
い
て
は
へ
強
制
的
に
入
校
さ
せ
ら
れ
た
か
否
か
は
別
に
し
て
も
'

西
南
戦
争
に
は
積
極
的
に
参
加
し
た
｡
と
い
う
の
は
、
田
原
坂
等
で
の
多
く
の
戦

薩
摩
藩
出
水
郷
士
の
研
究
-
西
南
戦
争
を
中
心
と
し
て
-

死
者
を
出
し
た
勇
猛
果
敢
な
戦
闘
を
考
え
れ
ば
、
戦
意
を
も
っ
て
こ
の
戦
に
参
加

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
｡

そ
の
私
学
校
の
学
課
の
問
題
が
あ
る
｡
漢
学
と
武
術
の
鍛
練
が
中
心
で
、
知
識

情
報
と
云
っ
た
も
の
は
一
切
な
い
｡
㈹
そ
う
い
う
中
で
は
城
下
士
達
・
区
長
・
戸

長
・
西
郷
の
言
う
こ
と
が
絶
対
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
情
報
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
判
断
し
よ
う
に
も
出
来
な
い
状
態
で
あ
る
｡
と
い
う
こ
と
は
地
方
の
郷
士
で
も

知
識
情
報
を
持
っ
て
い
る
も
の
は
西
南
戦
争
に
批
判
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
当
時
地
方
郷
士
で
知
識
情
報
を
持
っ
て
い
る
人
達
と
言

え
ば
幕
末
維
新
に
上
京
し
た
も
の
へ
近
衛
兵
で
上
京
し
た
も
の
、
東
京
で
遊
学
し

た
も
の
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
｡

戊
辰
戦
争
で
上
京
し
た
郷
士
達
は
薩
摩
藩
以
外
の
世
界
を
見
て
、
視
野
が
広
-

な
り
、
物
事
に
対
す
る
批
判
精
神
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
し
て
賞
典
禄

下
賜
に
お
け
る
差
別
に
よ
っ
て
城
下
士
に
対
す
る
不
信
感
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ひ

い
て
は
西
郷
を
中
心
と
す
る
薩
軍
本
営
に
対
す
る
不
信
感
に
発
展
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
｡
そ
し
て
、
私
学
校
派
が
郷
士
達
の
東
京
遊
学
並
び
に
上
京
を
禁
止

し
よ
う
と
し
た
仙
の
も
こ
れ
で
う
な
ず
け
る
｡

私
学
校
徒
以
外
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
私
学
校
徒
で
な
い
一
般
の
郷
士
達
(
い

わ
ゆ
る
二
番
立
ち
以
降
の
出
軍
者
)
は
半
ば
脅
迫
さ
れ
無
理
や
り
出
軍
し
た
人
達

が
大
半
で
あ
り
、
戦
意
も
な
く
装
備
も
良
く
な
か
っ
た
｡

彼
ら
貧
し
い
下
級
郷
士
の
出
軍
理
由
は
狭
い
郷
の
中
で
の
人
間
関
係
・
西
郷
に

対
す
る
畏
敬
の
念
・
長
年
培
わ
れ
て
き
た
士
風
等
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
｡
薩
摩
士
風
を
あ
ら
わ
す
言
葉
に
「
議
を
言
う
な
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
｡
こ

れ
は
上
か
ら
言
わ
れ
た
事
は
素
直
に
し
た
が
い
、
即
実
行
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
で
、
批
判
を
し
よ
う
も
の
な
ら
ば
腰
抜
け
と
罵
倒
さ
れ
る
の
で
あ

る
｡
以
上
ま
と
め
て
み
る
と
、
色
々
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
る
｡
私
学
校
徒
か
、

そ
う
で
な
い
か
｡
上
級
郷
士
か
下
級
郷
士
か
｡
戊
辰
戦
争
に
出
軍
し
た
か
、
し
な
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か
っ
た
か
｡
区
長
又
は
副
区
長
が
私
学
校
派
か
'
そ
う
で
は
な
い
か
｡
薩
摩
藩
領

か
ら
外
へ
で
た
こ
と
が
あ
る
か
な
い
か
｡
色
々
な
知
識
情
報
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
｡
q

絶
対
的
な
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
[
,
か
、
こ
れ
ら
を
出
軍
に
対
し
て
積
極
的
か
'

消
極
的
か
に
分
け
て
表
に
す
る
と
次
?
そ
つ
に
な
る
｡

色 薩 区 戊 下 私 積
々 障 梟 辰 級 学 極
な 藩 又 戦 郷 校 派
知 領 は 争 士 徒
誠 か 副 に で で

や ら 区 出 あ あ
情 外 長 軍 る る
報 へ か し ,i
を 出 私 て
持 た 学 い

つ こ 校 な
て と 派 い
い が で ｡

'J. 'S. *
い い る
｡ ｡ c

色 薩 区 戊 上 私 消

々 摩 長 辰 級 学 極
な 藩 又 戦 郷 校 派
知 領 は 争 士 徒
識 か 副 == て て
や ら 区 出 h 'I
情 外 長 軍 る ..
報 へ が し こ
を 出 私 た
持 た 学 O
つ こ 校
て と 派
い が で
ち .* n
0 る い

0 0

こ
う
見
て
く
る
と
、
郷
士
の
西
南
戦
争
に
対
す
る
思
い
は
複
雑
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
郷
ご
と
に
す
べ
て
を
割
り
切
っ
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
｡

た
と
え
ば
、
出
水
の
伊
藤
氏
伯
の
よ
う
に
'
上
級
郷
士
で
あ
り
'
戊
辰
戦
争
に

も
参
加
し
'
城
下
士
に
反
感
を
持
っ
て
い
た
郷
士
で
も
'
区
長
又
は
副
区
長
が
私

学
校
派
と
言
う
事
で
出
軍
し
て
い
る
｡
こ
の
例
が
最
も
典
型
的
で
あ
る
と
考
え
る
｡

1
般
に
戊
辰
出
軍
に
際
し
て
は
お
金
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
上
級
郷
士
が
多
-

出
軍
し
た
｡
㈹
ま
た
へ
東
京
遊
学
や
上
京
で
き
る
の
も
金
の
あ
る
上
級
郷
士
と
考

え
ら
れ
る
｡
情
報
知
識
を
持
っ
て
い
る
の
も
上
級
郷
士
と
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る

の
で
、
上
級
郷
士
は
ど
西
南
戦
争
に
対
し
て
大
義
名
分
が
無
い
と
か
将
来
の
展
望

が
見
え
な
い
と
か
の
判
断
が
出
来
る
の
で
'
そ
う
い
っ
た
郷
士
の
多
い
郷
は
ど
西

南
戦
争
に
消
極
的
だ
っ
た
と
言
え
る
｡
表
面
は
出
軍
し
て
も
配
色
濃
厚
と
な
れ
ば
、

脱
隊
し
て
郷
里
に
帰
る
｡
咽
地
方
郷
士
に
は
帰
る
郷
が
あ
る
L
へ
守
る
べ
き
土
地

も
あ
る
｡

よ
っ
て
西
南
戦
争
前
半
で
の
私
学
校
の
郷
士
の
勇
猛
果
敢
ぶ
り
と
後
半
で
の
郷

士
達
の
敗
残
兵
ぶ
り
の
違
い
は
理
由
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
｡
と
い
っ
て
も
、

こ
れ
が
彼
ら
薩
摩
の
郷
士
達
の
活
躍
を
い
や
し
め
る
も
の
で
は
な
い
｡
西
南
戦
争

通
じ
て
の
戦
死
率
・
戦
死
者
数
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
｡
岬

注旧
鹿
児
島
県
『
鹿
児
島
県
史
・
第
三
巻
』
(
鹿
児
島
県
・
昭
和
四
二
年
)
の
四

九
四
頁
を
参
照
｡

㈲
秀
島
実
『
出
水
郷
士
軍
団
の
足
あ
と
』
(
昭
和
六
一
年
)
の
一
三
～
二
四
貢
、

五
1
-
六
八
貢
、
1
三
一
-
1
四
四
貢
を
参
照
｡

㈱
同
右
の
八
1
-
1
1
1
一
〇
貢
、
7
四
五
～
l
六
二
貢
を
参
照
｡

㈱
松
下
芳
男
『
明
治
軍
制
史
論
上
巻
』
(
有
斐
閣
・
昭
和
三
1
年
)
の
七
八
貢

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

隆
盛
は
山
県
の
熱
心
な
言
葉
に
動
か
さ
れ
て
、
遂
に
出
京
を
承
諾
し
「
木
戸
孝

允
と
協
議
の
上
へ
更
に
土
藩
に
も
勧
め
へ
薩
長
土
藩
の
兵
を
以
っ
て
、
御
親
兵
を

組
織
す
べ
し
」
と
答
え
た
｡

㈲
陸
軍
省
『
明
治
軍
事
史
(
上
)
』
(
原
書
房
・
昭
和
四
1
年
)
の
六
四
貢
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
｡

三
藩
兵
を
徹
し
て
御
親
兵
と
為
す
二
月
1
三
日
、
鹿
児
島
藩
歩
兵
四
大
隊
、

砲
兵
四
隊
へ
山
口
藩
歩
兵
三
大
隊
へ
高
知
藩
歩
兵
二
大
隊
へ
騎
兵
二
隊
を
徹
し
て

御
親
兵
と
為
す
爾
後
編
成
及
び
隊
号
の
改
変
あ
り
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㈲
前
掲
書
『
出
水
郷
士
軍
団
の
足
あ
と
』
の
一
八
五
貢
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て

あ
る
｡

例
え
ば
明
治
元
年
の
戊
辰
の
役
で
'
参
謀
ま
で
勤
め
た
伊
藤
祐
徳
も
卸
親
兵
と

し
て
上
嘉
し
た
の
で
あ
る
が
四
十
五
才
の
彼
に
対
す
る
待
遇
は
、
陸
軍
中
尉
で
近

衛
l
番
大
隊
の
会
計
係
と
い
う
低
い
待
遇
で
あ
っ
た
.

又
へ
『
出
水
郷
か
ら
見
た
西
南
戦
争
の
傷
跡
』
(
南
日
本
新
聞
・
平
成
元
年
十
一

月
二
九
日
)
に
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
｡

出
水
郷
平
良
馬
場
士
族
高
橋
仲
兵
衛
の
明
治
四
年
中
一
月
七
、
八
日
の
日
記
に

「
七
日
へ
晴
天
へ
今
日
夜
、
第
二
の
七
池
田
何
某
へ
昨
日
よ
り
帰
営
無
之
候
事
」

「
八
日
、
晴
天
、
今
日
夜
、
池
田
氏
坂
下
御
門
へ
差
越
候
に
付
、
直
に
帰
営
之
上
へ

被
致
切
腹
候
事
」
と
あ
り
、
郷
出
身
の
外
城
士
は
'
帰
隊
時
刻
に
遅
れ
れ
ば
明
朝

切
腹
と
厳
し
-
処
置
さ
れ
た
が
、
明
治
六
年
へ
城
下
士
で
近
衛
陸
軍
大
尉
で
あ
っ

た
辺
見
は
、
夜
宿
舎
を
抜
け
出
し
新
宿
ノ
妓
楼
で
遊
ん
で
い
た
間
に
皇
城
が
火
事

に
な
り
、
辺
見
は
同
僚
か
ら
「
腹
を
切
れ
」
と
迫
ら
れ
た
が
'
近
衛
都
督
西
郷
隆

盛
は
「
是
れ
年
少
へ
男
子
の
免
れ
ざ
る
所
、
宜
し
-
其
罪
を
恕
す
べ
し
」
と
切
腹

は
お
ろ
か
不
問
に
付
さ
れ
た
｡

m
前
掲
書
『
出
水
郷
士
軍
団
の
足
あ
と
』
の
l
八
七
～
一
九
六
頁
に
次
の
よ
う

に
述
べ
て
あ
る
｡

戊
辰
の
役
終
結
後
は
、
軍
功
禄
と
し
て
西
郷
二
千
石
、
桐
野
二
百
石
と
そ
の
他

の
城
下
士
に
は
翌
年
よ
り
八
石
か
ら
四
石
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
功
に
応
じ
て
支
給
さ
れ

た
が
、
外
城
出
身
の
郷
士
に
対
し
て
は
一
向
に
支
給
さ
れ
る
気
配
が
無
か
っ
た
｡

薩
摩
藩
出
水
郷
士
の
研
究
-
西
南
戦
争
を
中
心
と
し
て
-

そ
こ
で
従
軍
郷
士
達
は
、
何
回
と
な
-
(
明
治
七
年
三
月
・
同
八
年
十
一
月
・
同

九
年
l
月
・
同
年
四
月
・
同
十
1
年
四
月
)
歎
願
書
を
提
出
し
た
｡
結
果
、
軍
功

賞
典
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
た
が
、
そ
れ
で
も
満
足
し
な
か
っ
た
郷
士
達
は
、

城
下
士
が
貰
っ
て
い
た
明
治
二
年
か
ら
同
六
年
ま
で
の
分
も
下
賜
さ
れ
る
よ
う
に

と
、
最
後
の
歎
願
書
を
提
出
し
た
｡
し
か
し
、
こ
れ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
｡

明
治
十
一
年
四
月

一
戊
辰
之
役
、
兵
役
之
節
、
番
兵
六
番
隊
こ
て
出
立
、
三
等
軍
功
賞
典
禄
五
石

一
明
治
元
年
八
月
へ
越
後
新
潟
ヨ
リ
会
津
江
進
軍
へ
同
年
十
二
月
帰
藩

右
之
通
、
相
違
無
御
座
候
也

面
高
栄
之
助

宗
像
正
溝

宇
田
準
勝

阿
多
新
太
夫

岩
切
彦
一

平
原
英
介

旧
冠
B
i
サ
n
m

E
U
C
3

土
師
径
徳

溝
口
正
太
夫

池
上
十
郎
左
衛
門

明
治
十
一
年
四
月

合
七
拾
六
人

又
、
『
大
隈
町
誌
』
(
大
隈
町
・
平
成
二
年
)
の
四
三
五
百
に
次
の
よ
う
に
述
べ

て
あ
る
｡

そ
こ
で
外
城
兵
は
城
下
士
と
同
じ
く
明
治
二
年
か
ら
六
年
迄
五
ヶ
年
の
賞
典
禄
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処
分
未
済
に
対
す
る
禄
高
整
理
公
債
証
書
の
下
付
願
い
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
｡

岩
川
で
も
出
軍
者
が
連
名
で
出
願
し
て
い
る
.
明
治
三
十
1
年
六
月
廿
五
日
附

の
願
書
で
は
「
1
石
高
式
拾
五
石
、
但
三
等
壱
ヶ
年
五
石
、
此
公
債
額
高
百
五

拾
円
六
拾
六
銭
六
厘
」
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
運
動
は
明
治
二
十
二
か
ら

起
こ
さ
れ
、
三
十
一
年
六
月
へ
四
十
二
年
九
月
、
十
一
月
に
出
さ
れ
て
い
る
｡

結
果
は
判
明
し
て
い
な
い
｡

㈲
高
崎
親
義
「
西
郷
隆
盛
暗
殺
計
画
事
件
の
真
相
」
(
秋
田
書
店
『
歴
史
と
旅
』

の
平
成
四
年
四
月
号
所
収
)
の
l
九
二
～
二
〇
一
頁
を
参
照
｡

㈲
『
出
水
の
歴
史
と
物
語
』
(
出
水
市
・
昭
和
四
二
年
)
の
二
八
六
貢
と
二
九

三
貢
を
参
照
｡

㈹
垂
水
市
『
垂
水
市
史
・
下
巻
』
(
垂
水
市
・
昭
和
五
三
年
)
の
二
二
三
～

一
一
二
四
貢
を
参
照
.

㈹
村
野
守
治
「
西
南
戦
争
の
研
究
」
(
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
『
紀
要
』
一
九

八
五
年
、
第
二
十
号
)
の
一
責
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
｡

八
年
末
に
な
る
と
私
学
校
の
先
輩
達
は
私
学
校
の
勢
力
を
堅
実
に
し
よ
う
と

し
、
各
私
学
校
員
の
名
簿
を
編
纂
L
へ
こ
れ
に
登
録
し
て
本
部
に
納
め
た
者
は

県
外
に
旅
行
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
約
を
結
ぼ
う
と
内
決
し
、
こ
れ
を
1
斉
に
各

私
学
校
で
総
会
を
開
い
て
決
定
し
よ
う
と
謀
っ
た
｡

㈹
野
元
純
彦
「
西
南
戦
争
と
串
木
野
郷
士
族
」
(
『
鹿
児
島
史
学
論
集
』
鹿
児
島

県
高
等
学
校
歴
史
部
会
・
昭
和
四
九
年
所
収
)
の
二
六
三
貢
の
中
で
、
下
級
郷

士
の
教
養
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

こ
の
階
層
に
な
る
と
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
目
前
の
重
要
問
題
で
あ
っ
て
政

治
上
の
問
題
な
ど
を
考
え
る
余
裕
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
二
は
彼

げ
」
*
蝣
;

爪
W

H旧hn
.
I

等
の
教
養
の
程
度
か
ら
云
っ
て
政
治
的
な
形
而
上
の
問
題
な
ど
を
切
実
に
自
己

の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
る
ほ
ど
の
関
心
が
な
か
っ
た
事
で
あ
る
｡

本
文
の
注
㈲
を
参
照
｡

鹿
児
島
市
『
鹿
児
島
市
史
I
』
(
鹿
児
島
市
・
昭
和
四
四
年
)
の
六
一
八
～

六
一
九
百
を
参
照
｡

大
隈
町
誌
編
纂
委
員
会
『
大
隈
町
誌
』
(
大
隈
町
・
平
成
二
年
)
三
四
六
亘

を
参
照
｡

村
野
守
治
「
西
南
戦
争
の
研
究
」
(
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
『
紀
要
』
第
二

十
号
・
一
九
八
五
年
所
収
)
の
十
五
貢
を
参
照
｡



Study of Izumi Country Warriors of Satsuma Clan

- from Viewpoint of Seman War -

Noriyuki Fujii & Ken Ohara

At the border of the fief of Satsuma clan, an important area for the fief

defense, Izumi district functioned as a base of the corps of Satsuma clans

strongest country warriors (samurais) fathered from every part of the fief at the

beginning of Edo period.

The Izumi country warriors fully displayed their power in the Boshin War, but

easily surrendered in the Izumi battle in Seman War. The reasons may be as

follows:

The upper-class Izumi country warriors obtained a wider view through their

visit to Kyoto, far away from Satsuma. This gave them a critical mind and

helped them to have a distrust of the castle town warriors through the distinction

in granting the rewards and stipend. This was also a suspicion against the

Satsuma Force headquarters chiefly comprising Takamori Saigo and other castle

town warriors. In addition, since the upper-class country warriors could see that

the relation of sovereign and subjects for the Seinan War were unclear as well as

future vision, they did not positively participated in the Selnan War.
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